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はじめに 

本書では、ENVI6.0/IDL9.0 のインストールとライセンス設定の手順を記載いたします。また、ネット

ワーク環境において複数のクライアントが参照するライセンスサーバの設定方法について説明します。

なお、本書で問題を解消できなかった場合は、弊社のサポート窓口(support_jp@nv5.com)にお問い合

わせください。 

本製品をインストールするにあたって 

ここでは、ENVI6.0/IDL9.0 をインストールするにあたって、事前にご確認いただく内容について記載

します。 

サポートプラットフォーム 

ENVI/IDLサポートプラットフォーム 

ENVI6.0/IDL9.0のサポートプラットフォームを以下の表に示します。 

 

これからソフトウェアをインストールするマシンが以下の条件を満たすかどうか、必ずご確認くださ

い。また、ライセンス認証にはインターネット接続が必要になります。 

 

プラットフォーム ハードウェア 
オペレーティング

システム 
サポートバージョンa 

Windows Intel / AMD 64-bit  Windows 10, 11 

Macintosh Mシリーズ / Intel 64-bitb macOS 12, 13c 

UNIX Intel / AMD 64-bit Linux Kernel 4.18.0  

glibc 2.28  

 

推奨環境： 

本製品を快適に利用するために 1GB 以上のメモリを持つグラフィックボードの搭載と、バージョン

2.0 以降の OpenGL のマシン環境を推奨します。また、搭載されているグラフィックボードのドライ

バを最新にアップデートすることを推奨します。各製品の Help の表示には HTML5 対応ブラウザを

必要とします。 

 

また、現行の ENVI の動作に要求される最小のマシンスペックを以下の表に示します。インストール

を行うマシンが以下の性能を満たしているか、必ずご確認ください。 

 

 

                                                      
a サポートバージョン中の記載は、ENVI / IDLの構築・テスト環境を示しています。弊社による公式

のサポートは、表に記載されたインストール環境に対して適用されます。 
b ENVIを Mシリーズの mac 端末上で動かす際には Rosetta 2 emulator が必要です。 
c Macintosh版のインストールには、Apple X11 X-windowマネージャが必要となります。X11がイン

ストールされていない場合は、XQuartzよりインストールを行ってください。XQuartz2.8.5にて動作

確認をしております。 
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ハードウェア 最小スペック 

ハードディスク容量 4GB 

メモリ 8GB 

CPU 

最小 2Core 推奨 4Core以上 

ENVIの動作には Advanced Vector 

Extensions (AVX) 命令セットを備

えた CPU が搭載されていること

が条件 

 

License Serverサポートプラットフォーム 

ライセンスサーバのサポートプラットフォームを以下の表に示します。 

 

ENVI/IDL のライセンスサーバ(License Server)をインストールするマシンが以下の条件を満たすかど

うか、必ずご確認ください。MacOS はライセンスサーバとしては動作いたしません。また、ライセン

ス認証にはインターネット接続が必要になります。 

 

オペレーティングシステム CPUアーキテクチャ サポートバージョン 

Windows 64-bit x86-64 
Windows Server 2019, 2022 

Windows 10, 11 

Linux x86-64 

RHEL / CentOS 8.0 / 9.0 

SUSE 12 and 15 

Ubuntu 20.04 / 22.04 

Debian 10, 11 

 

また、現行の License Server 4.2の動作に要求される最小のマシンスペックを以下の表に示します。

インストールを行うマシンが以下の性能を満たしているか、必ずご確認ください。 

 

ハードウェア 最小スペック 

ハードディスク容量 500MB 

メモリ 4GB 

CPU 

2GHz – 2 Cores 

サードパーティ製品の動作仕様上、Advanced 

Vector Extensions (AVX)命令セットを備えた 

CPU が搭載されていることが条件 

 

既知の問題 

本製品をインストールしていただくにあたり、以下に既知の問題点を記載いたします。回避策を行っ

ても問題が解決されない場合は support_jp@nv5.com までお問い合わせください。 
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1. マルチバイト文字を使用したディレクトリにインストールした場合、IDL ワークベンチが起動し

ない原因となります。 

ENVI / IDLをマルチバイト文字が入ったディレクトリへインストールした場合、idlde.ini

ファイルへのパス名が正しく認識されない可能性があります。 

回避策(64bit版)： 

<INSTALL_DIR>¥IDLxx¥bin¥bin.x86_64¥idlde.iniファイルの以下行のパス情報を編集してく

ださい。 

2行目: <INSTALL_DIR>¥IDLxx¥bin¥bin.x86_64¥jre¥bin 

14行目: <INSTALL_DIR>¥IDLxx¥bin¥bin.x86_64¥configuration 

  ※xxはバージョンを示します。 

 

2. cannot restore segment prot after reloc: Permission denied 

セキュリティが強化されている Linux で、cannot restore segment prot after reloc: Permission 

deniedのエラーにより IDLが起動できない場合があります。最近の Linux の一部のバージョ

ンは Linux Security Modules framework を使用し Linux カーネルで強制アクセスコントロー

ルが実装されています。その様な環境で IDLを動作させるためには IDLバイナリのためにセ

キュリティの編集が必要です。SELinux を”disable”と設定するか、IDLが動作できるようにセ

キュリティを変更してください。 

 

詳細： 

https://www.nv5geospatialsoftware.com/Support/Self-Help-Tools/Help-Articles/Help-Articles-

Detail/ArtMID/10220/ArticleID/19352/3092 

 

3. Linux は 64bitライブラリのインストールが必要です。 

RedHatでは libXp、libXpm、libXmuの 64bitバージョンのパッケージが必要です。そのライ

ブラリは RHEL や Fedora など Red Hat を基本とした Linux ではデフォルトでインストール

されておりません。 

以下のコマンドで必要なライブラリをインストールすることが可能です。 

 

# yum install libXp.x86_64 

# yum install libXpm.x86_64 

# yum install libXmu.x86_64 

# yum install libnsl 

 

デフォルトのインストールディレクトリについて 

ENVI5.7 以前のデフォルトインスト－ルディレクトリとは異なります。インストールディレクトリは

インストール時に任意の場所に指定することも可能ですが、特別の事情が無い限りデフォルトディレ

クトリをご利用ください。ENVI6.0のデフォルトのインストールディレクトリは以下になります。 

 

Windows の場合： C:¥Program Files¥NV5 

Linux の場合：  /usr/local/nv5 

Macintosh の場合： /Applications/NV5
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製品が使用できるまでの流れ 

新規ご購入の場合 

 

 

  弊社から製品をご購入いただきますと、本紙、簡易手順書、各種書類をご郵送にてお届けいたします。 

１．ご購入と納品 

P6「ライセンス申請」の手順で、弊社WEBサイトよりご購入製品の新規ライセンス申請を行ってくださ

い。申請内容が受理されると、お客様のライセンスが発行され、認証コードを案内するメールが送信されま

す。 

２．ライセンス申請 

P7「製品のダウンロード」を参照し、製品ダウンロードサイトへのユーザ登録を行ってください。 

製品ダウンロードサイトのユーザアカウントをすでに作成済みである場合には、そちらの情報でログインし

てください。未登録の場合には新規のアカウント作成が必要です。 

３．製品ダウンロードサイトにアクセスする 

製品ダウンロードサイトにアクセスし、利用 OSに応じた必要な製品インストーラを入手してください。 

４．製品ダウンロードサイトから製品ダウンロード 

P8「ソフトウェアのインストール方法」に従い、インストールする OSに応じた手順でインストールして

ください。 

５．製品のインストール 

P19「ソフトウェアのライセンス設定」に従い、ご希望のライセンス形態に応じた手順でライセンス認証を

実施し、製品を使えるようにします。 

６．ソフトウェアライセンスの設定 

P37「ソフトウェアの起動方法」の説明に従い、起動する OSに応じた手順で製品を起動してください。 

７．製品の起動 
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バージョンアップの場合 

 

 

  
バージョンアップは、バージョンアップサービス契約が有効なユーザ様のみ可能となっております。ご利用

のライセンスのバージョンアップサービス契約が期限内であることをご確認ください。 

１．バージョンアップサービス契約の確認 

認証中の既存の認証コードを継続使用しますので、ご契約中の認証コードをご用意ください。認証コードは

製品インストール後のソフトウェアライセンスのバージョンアップ設定で使用します。 

２．バージョンアップするライセンスの認証コードを確認する 

P7「製品のダウンロード」の手順で、製品をダウンロードしてください。 

製品ダウンロードサイトのユーザアカウントは、既存のものをお持ちでしたらそちらを、お持ちでない方は

新規登録してご利用ください。 

３．製品ダウンロードサイトから製品ダウンロード 

P8「ソフトウェアのインストール方法」に従い、インストールする OSに応じた手順でインストールして

ください。 

４．製品のインストール 

P19「ソフトウェアのライセンス設定」に従い、ご希望のライセンス形態に応じた手順でライセンス認証を

再実施すると、お手持ちのライセンスのバージョン情報が更新されます。同一マシン上で同一認証コードを

再認証する際は、一旦 Deactivateするか、Upgrade Licenseを実施する必要があります。 

５．ソフトウェアライセンスバージョンアップの設定 

P37「ソフトウェアの起動方法」の説明に従い、起動する OSに応じた手順で製品を起動してください。 

６．製品の起動 
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ライセンス申請 

ご購入いただいたライセンスの情報の確認と顧客情報登録のために以下の手順で弊社 WEB サイトか

らライセンスを申請してください。 

 

1. 以下の URLにアクセスしてください。 

 

【製品ライセンス申請 URL】 

https://www.nv5geospatialsoftware.co.jp/register_newlic_jp 

 

2. WEBページに従って、申請種別を選択して申請フォームに入力し、送信ボタンをクリックしてく

ださい。初めてライセンスを発行される方は、新規、を選択してください。 

製品ダウンロードサイトにログインする 

新規ご購入の方は、前項の「ライセンス申請」を行っていただいた後、製品のダウンロードサイトへ

以下の手順でログインしてください。 

 

1. 以下の米国本社ホームページ上の製品ダウンロードサイトにアクセスします。 

 

【製品ダウンロードサイト URL】 

https://portal.nv5geospatialsoftware.com/auth/sign-in 

 

 

図 1： 製品ダウンロードサイトログイン画面 

 

 

2. ログイン画面が表示されますので、ご登録のUsernameとPasswordを入力してログインします。 

Username と Password は、ENVI5.4.0 以降のバージョンで使用していた Harris Download and 

License Center や、2024 年 4 月以前の製品ダウンロードサイトでご登録いただいているものと

は異なります。 
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初登録のユーザ様は、ユーザアカウントを新規登録の上、ログインしてください。なお、新規ユー

ザ登録には 24時間程度のお時間をいただいておりますのでご了承ください。 

 

3. 新規登録、あるいはパスワード再設定が完了しましたら、ログインしてください。 

 

製品のダウンロード 

ENVI/IDLは、製品ダウンロードサイトよりダウンロードしていただけます。ここでは製品ダウンロー

ドサイトからの製品ダウンロードの手順を説明します。 

 

1. 前項に従い以下の URLより製品ダウンロードサイトにログインしてください。 

【製品ダウンロードサイト URL】 

https://portal.nv5geospatialsoftware.com/auth/sign-in 

 

2. ログインすると、Product Downloads のページが開きます。 

 

 

図 2：Product Downloads 

 

 

3. Product Downloadsのページから製品のダウンロードを行います。インストールするマシンの OS

と製品バージョンに対応するインストーラをダウンロードしてください。フローティングライセ

ンス形態で利用する場合は、License Server プログラムも一緒にダウンロードしてください。 

 

 

4. ダウンロードが完了しましたらインストールを行います。P8「ソフトウェアのインストール方法」

に進んでください。 
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ソフトウェアのインストール方法 

この章では、ENVI6.0/IDL9.0のインストール方法について説明します。 

Windowsへのインストール方法 

以下の手順に従ってWindows 版のソフトウェアをインストールしてください。また、インストールを

行うには管理者権限または管理者グループのメンバーであることが必要です。この権限がないと、イ

ンストールプロセスはマシンのシステム構成を変更することができず、インストールに失敗します。 

ソフトウェアのインストール終了後、これらを起動する場合には管理者権限は必要ありません 。 

 

図は ENVI6.0ですが、IDL9.0の場合もインストール手順は同様です。 

 

1. ダウンロードしたインストーラをダブルクリックします。 

※インストール DVD の場合：DVD をコンピュータに挿入すると自動的に手順 2 に進みます。 

 

2. ようこそ(Welcome)画面が表示されますので、Next をクリックし次のダイアログに進んでくださ

い。 

  

図 3：Welcome 

 

3. ライセンス同意書が表示されますので、同意する場合は「I accept the agreement」を選択し、Next

をクリックします。 
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図 4：License Agreement 

 

4. インストール先フォルダを選択します。デフォルトでは C:¥Program Files¥NV5 となっておりま

す。デフォルトのフォルダにインストールするにはそのまま Nextをクリックしてください。別の

場所にインストールする場合は、Browseをクリックしフォルダ選択ダイアログで別のフォルダを

選択してください。特別な事情がない場合はデフォルトのインストール先を使用してください。 

  

図 5：Select Destination Location 

 

5. インストールする製品構成を選択し、Next をクリックします。DataMiner は DB アクセス用の

ODBCドライバ(有償)です。 
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図 6：Select Products 

 

6. 確認画面が表示されます。内容をご確認の上、Install をクリックしてください。 

  

図 7：Ready to Install 

 

7. プログラムのインストールが開始されます。インストールを中止する場合は、Cancelをクリック

してください。 

 

8. インストール完了画面が表示されます。続いて GSFのインストールが可能ですが、必要ない場合

はチェックを外して Finishしてください。インストールする場合はチェックをしたまま Finishを

クリックしてください。GSFのインストールが終了すると再起動を促されます。 
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図 8：Completing the ENVI6.0 Setup Wizard 

 

9. 以上でプログラムのインストールは完了です。インストールが完了すると、License Administrator

の起動の確認ダイアログが表示されます。マシン固定のライセンスを設定する方は、「はい」を選

択してください。ライセンスサーバとしてライセンス認証する場合は別途 License Server のイン

ストールが必要です。「いいえ」を選択してください。最後にインストール完了のメッセージが表

示され、ソフトウェアのインストールが完了となります。P19「ソフトウェアのライセンス設定」

に進んでください。 

※ライセンス認証を行わないと製品を使用することはできません。 
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Linuxへのインストール方法 

以下の手順に従って Linux 版のソフトウェアをインストールしてください。Linux 版のソフトウェアを

パブリックディレクトリにインストールする場合は、インストールスクリプトを実行する前に、ログ

インしているユーザがルートまたは同等のアクセス権限が必要です。Linux 版のソフトウェアのイン

ストールは、ターミナル内にて行ないます(グラフィカルユーザインターフェースベースではありませ

ん)。 

 

1. ダウンロードしたインストーラを解凍します。 

 

 

 

※xxはバージョンを示します。 

※インストール DVDを使用しインストールする場合は、ディスクドライブにソフトウェアのイン

ストールディスクを挿入してください。Linux の場合、オートマウントが不正な許可で実行される

ことがあります。インストールする際、アンマウントとマウントコマンドを以下のように入力す

るとインストールがスムーズに行えます。 

 

[コマンド例: DVDドライブが/dev/hdc の場合] 

 

 

2. 解凍先のディレクトリ内の install.shを実行してインストールを開始します。以下のコマンドを入

力してください。 

 

 

 

※インストール DVD を使用しインストールする場合は、DVD 内の install.sh を実行してくださ

い。 

 

(DVD-PATHは DVDドライブのパスです。上記手順 1の例では/mediaとなります。) 

 

3. ライセンス同意書が表示されますので、同意する場合は「y」を入力してください。 

 

[入力例:ライセンス同意書に同意する場合(Linux の場合)] 

 

 

 

# gunzip envixx-linux.tar.gz 

# tar –xf envixx-linux.tar 

# umount /dev/hdc 

# mount -o ro -t udf /dev/hdc /media  

# ./install.sh 

# /bin/sh /DVD-PATH/install-unix.sh 

Do you accept all of the terms of the preceding license agreement? (y/n):  y 
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4. インストール場所を決定してください。何も入力しなかった場合は、ソフトウェアのデフォルト

インストールディレクトリ(/usr/local/nv5)にインストールされます。 

 

[入力例：/usr/local/nv5を指定する場合(Linux の場合)] 

 

 

5. 各ヘルプのインストールを行うかどうかを決定します。インストールする場合は「y」を、インス

トールしない場合は「n」を入力してください。 

 

[入力例：Helpをインストールする場合(Linux の場合)] 

 

 

6. インストールするプロダクトやインストール先を再度確認し、問題なければ「y」を入力してくだ

さい。 

 

[入力例:Linux にインストールする場合] 

 
 

 

 

---------------------------------------- 

ENVI6.0 Installer 

----------------------------------------  

Please enter the directory to install in 

  (e.g. "/usr/local/nv5 ") 

/usr/local/nv5 

IDL and ENVI Help files? (y/n): y 

--------------------- 

Installation Summary: 

--------------------- 

    ENVI6.0.0 

    Installation location: /usr/local/nv5 

    Login: root 

Products: 

    ENVI 

    IDL 

    IDL and ENVI Help files 

Platforms: 

    Linux - X86 (64-bit) 

 

Install the above configuration? (y/n):y 
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7. プログラムのインストールが開始されます。プログラムのインストールが終了すると、次に、ソフ

トウェアの起動に必要なシンボリックリンクの設定を行います。設定を行う場合は「y」を選択し

てください。設定を行わない場合は「n」を選択してください。 

 

[入力例：設定を行う(Linux の場合)] 

 

 

8. License Administrator(GUI(グラフィカルユーザインターフェース)ベースのライセンス管理ツー

ル)を起動するかどうかを決定します。License Administrator を使ってマシン固定のライセンスを

設定する方は、「y」を選択してください。ライセンスサーバとしてライセンス認証する場合は 

License Server のインストールが必要となりますので一旦「n」を選択してください。最後にイン

ストール完了のメッセージが表示され、ソフトウェアのインストールが完了となります。P19「ソ

フトウェアのライセンス設定」に進んでください。 

 ※ライセンス認証を行わないと製品を使用することはできません。 

 

[入力例：License Administrator を起動する場合 (Linux の場合)] 

 

 

1. ※インストール時、シンボリックリンクを作成しなかった場合は、起動に必要なパス環境設定を

する必要があります。環境設定セットアップファイル(envi_setup など)の設定に関しましては、

ライセンスの設定が完了した後に、P37「ソフトウェアの起動方法 -> Linux の場合」に従って設

定してください。 

 

 

 

 

  

Do you want to create the symbolic links in /usr/local/bin? (y/n): y 

Do you want to run the License Administrator? (y/n): y 

The installation has successfully been completed. 
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Macintoshへのインストール方法 

以下の手順に従って Macintosh 版のソフトウェアをインストールしてください。また、Macintosh 版

のソフトウェアをパブリックディレクトリにインストールする場合は管理者権限が必要です。

Macintosh版のライセンス設定を行うには、ルートユーザを有効にしておく必要があります。 

 

※Macintosh版の License Administrator の起動・ENVI / IDLのグラフィック表示には、Apple X11 

Xwindowマネージャが必要となります。X11がインストールされていない場合は、XQuartzより

インストールを行ってください。XQuartz はバージョン 2.8.5にて動作の確認を行っております。 

 

1. ビルトインのルートユーザを使用し、ログインしてください。ルートユーザを有効にする方法や

ログイン方法の詳細は、P18「ルートユーザを有効にする方法」を参照してください。 

 

2. ダウンロードしたインストーラをダブルクリックします。 

 

3. ようこそ画面が表示されますので、「続ける」をクリックして次のダイアログに進んでください。 

 

 

図 9：インストール開始 

  

4. 使用許諾契約の画面が表示されますので、同意する場合は「続ける」をクリックします。別のダイ

アログが表示されますので、「同意する」をクリックしてください。 
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図 10：使用許諾契約 

 

5. 次のダイアログにおいて「インストール」をクリックし、インストールを開始してください。デ

フォルトの設定では、「/Applications/NV5/」フォルダ内にプログラムがインストールされます。そ

れ以外の場所にインストールを希望する場合は、「インストール先を変更」をクリックし、インス

トール先を変更してください。 

 

図 11：インストールディレクトリ 

 

6. 以上でソフトウェアのインストールの完了です。「閉じる」をクリックしてウィザードを終了して

ください。自動的に Administration Tool が起動しますので、P19「ソフトウェアのライセンス設定」

に進みライセンスを設定してください。 
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図 12：インストールの完了 

 

ルートユーザを有効にする方法 

この設定は、Apple社の Mac OS X の設定となりますので更なる詳細情報やサポートに関しましては

メーカに直接お問い合わせください。 

 

参考: https://support.apple.com/ja-jp/HT204012 
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ソフトウェアのライセンス設定 

この章では、ソフトウェアのライセンスの設定方法について説明します。ライセンス設定には、

Windows の場合は管理者権限または管理者グループのメンバーであること、Linux / Macintosh の場合

にはルートユーザの権限が必要です。権限がないユーザでは正常に設定できないため注意してくださ

い。また、ご利用のライセンス形態によりライセンスの設定方法が異なります。利用できるライセン

ス形態は 2 種類あり、このガイドでは、1 台の固定マシン上で占有して使用できるライセンス形態を

「マシン固定ライセンス」、1 台のマシンをライセンスサーバとして同一 LAN 上にある複数のクライ

アントマシン上で使用できるライセンス形態を「フローティングライセンス」と呼びます。ライセン

スの認証コードをご確認いただいた後、以下のように進んでください。 

 

●マシン固定ライセンスの場合： 

P22「マシン固定ライセンスとして認証する」に進んでください。 

●フローティングライセンスのライセンスサーバの場合： 

P25「ライセンスサーバとして認証する」に進んでください。 

●フローティングライセンスのクライアントの場合： 

P36「クライアントとしてライセンス認証する」に進んでください。 

 

認証コードを確認する 

マシン固定のライセンス、またはライセンスサーバとしてライセンスを認証する場合には、認証コー

ドが必要です。ライセンス発行/更新時に弊社から送られる認証コードを記載したメールを確認してく

ださい。メール内の 16桁の英数字が認証コードです。各製品、オプションモジュールごとに発行され

ます。 

 

License Administratorとは 

License Administrator とは、グラフィカルユーザインターフェース(GUI)ベースのライセンス管理ツー

ルです。ライセンスの認証と無効化、ラーセンスサーバの認証と無効化、クライアントとしてのライ

センスサーバへの接続などを簡単におこなっていただけます。マシン固定認証用 GUIと、ライセンス

サーバ認証用 GUI がそれぞれ別途用意してあり、お望みの認証形態によって使用する License 

Administrator が異なります。ライセンスサーバ認証用 GUIは、事前に別途 License Server プログラム

をインストールする必要があります。ライセンスサーバの準備は P25「License Server のダウンロー

ドとインストール」をご確認ください。GUI の使用できないご環境の場合は、同様の操作をコマンド

ラインからも行っていただけます。コマンドラインを使用したライセンス認証の手順は P47「コマン

ドラインを使ってソフトウェアライセンスを設定する」を参照してください。 

License Administratorの起動方法 

ここでは License Administrator の起動方法を記載します。 

マシン固定認証用 License Administratorの起動方法 

Windowsの場合： 

スタート画面 > すべてのアプリ > ENVIx.x > ENVI-IDL License Administrator 
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Linuxの場合： 

ターミナルから以下のコマンドを入力してください。 

 

 

Macintoshの場合： 

Finder > アプリケーション > NV5 > LicenseAdministrator.app 

 

 

図 13：マシン固定認証用 License Administrator 

 

マシン固定認証用 License Administratorの起動時のメッセージについて 

今回初めて ENVI6.0/IDL9.0 をインストールいただく場合には、特にメッセージ出力などは行われ

ず、マシン固定認証用 License Administrator が起動します。 

一方で、すでに ENVI/IDL をご利用いただいており、ENVI6.0/IDL9.0 をインストールしたマシン上

でマシン固定ライセンスとしてライセンス認証がすでにされていた場合、License Administrator の起

動時に、ローカルに保存されているライセンス情報を検出し、その情報を引き継ぐことを通知するメッ

セージダイアログが出現します。この過程で、ローカルにあったライセンス情報を新しいインストー

ルディレクトリ配下に移動し、併せて「IDL_LICENSE_PATH」というシステム環境変数が設定されま

す。 

 

 

図 14: 端末上にすでにライセンス情報があることを知らせるメッセージダイアログ 

 

# envi_idl_license_admin 
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ライセンスサーバ認証用 License Administrator 

Windowsの場合： 

エクスプローラから  “ENVI インストールフォルダ  ”¥license_server¥bin” に移動して

license_administrator.exe をクリックして実行してください。 

 

Linuxの場合： 

ターミナルから以下のディレクトリにある実行シェルスクリプトを実行してください。 

 

 

 

図 15: ライセンスサーバ認証用 License Administrator  

# INSTALL_DIR/license_server/bin/license_administrator.sh  
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マシン固定ライセンスとして認証する 

ここではマシン固定のライセンスとしてライセンス認証する手順を説明します。この手順はコン

ピュータがインターネットに接続している必要があります。インターネットに接続していることを確

認してから実施してください。ここでは License Administrator を使用したライセンス認証の手順を説

明します。コマンドラインからライセンス認証を行う場合は P47「コマンドラインを使ってソフトウェ

アライセンスを設定する」を参照してください。 

 

ライセンスシステムのバージョンアップの場合 

ENVI5.4.0/IDL8.6.0 から ENVI5.6.3/IDL8.8.3 までのバージョンで使用されたライセンスシステムのラ

イセンスが認証中であり、今回新たに ENVI5.7/IDL8.9以降のシステムで使用されるライセンスにバー

ジョンアップいただく場合には、「Migrate License」からライセンスシステムの更新を行えます。 

1. P19「License Administrator の起動方法」を参照し、マシン固定認証用 License Administrator を

起動してください。すでに起動している場合は次の手順に進んでください。 

 

2. 以前のバージョンで既に認証しているライセンスをお持ちの場合、View Licenses の右側に新し

いライセンスシステムへの Migrate License に関するメッセージが表示されます。「View License」

ボタンで、認証されているライセンスが確認できます。念のため、認証されているライセンスの

MNT 番号と認証コード番号をご確認いただき、メモを取ってください。 

 

3. 「Migrate License」をクリックすると既存の認証コードを用いて自動的に新しいライセンスシス

テムでの認証が開始されます。 

 

4. 以上で認証は完了です。認証したライセンスは View Licenses ボタンで表示できます。License 

Administrator を閉じてください。P37「ソフトウェアの起動方法」を参照して ENVI/IDLを起動し

てください。もし新ライセンスシステムへのライセンス移行内容でエラー等がある場合はエラー

メッセージ内容を添えて弊社サポートまでお問い合わせください。 

 

認証されているライセンスのアップグレードの場合 

ENVI5.7/IDL8.9から開始された新ライセンスシステムで製品をご利用中の場合、行うことができる操

作です。マシンに認証されているライセンスは、認証時点で最新のバージョンまでを起動することが

できるライセンスとなります。バージョンアップ契約期間中に新しいバージョンの製品がリリースさ

れた場合、現在認証されているライセンスではそれを動かすことができません。動かすためには現在

認証のライセンスを解除し再度認証する必要がありますが、「Upgrade License」メニューからは、こ

の操作を一括して行うことが可能となります。 

1. P19「License Administrator の起動方法」を参照し、マシン固定認証用 License Administrator を

起動してください。すでに起動している場合は次の手順に進んでください。 

 

2. 画面左側の Upgrade License ボタンをクリックしてください。 

 

3. 弊社のライセンス管理システムと通信が行われ、すでに認証されているライセンスのバージョン

と、システム上に登録されているライセンスのバージョンとの間に違いがあるかを検出します。

新しくリリースされたバージョンを動かすことができるライセンスが存在する場合には、

Upgrade Licenseボタンでライセンスの解除と再認証を一括して行うことができます。 
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図 16: Upgrade License 

 

4. 以上で認証は完了です。認証したライセンスは View Licenses ボタンで表示できます。License 

Administrator を閉じてください。P37「ソフトウェアの起動方法」を参照して ENVI/IDL を起動

してください。もし新ライセンスシステムへのライセンス移行内容でエラー等がある場合はエ

ラーメッセージ内容を添えて弊社サポートまでお問い合わせください。 

 

新規ご購入の場合 

1. P19「License Administrator の起動方法」を参照し、マシン固定認証用 License Administrator を

起動してください。すでに起動している場合は次の手順に進んでください。 

 

2. 画面左側の Activate Online ボタンをクリックしてください。 

 

3. 右側のテキストボックスに認証コードを XXXX-XXXX-XXXX-XXXX のように入力してください。

(4桁ごとにハイフンを挿入し 16桁の数をすべて半角で入力します。)同時に複数の認証コードを

入力することができます。その場合は改行して入力してください。 

 

4. Proxy サーバを経由してインターネット接続をしている場合には、「Show Proxy Settings」をク

リックし、「Use a proxy server」にチェックを入れ、サーバ名 / ポート番号を入力します。 

 

5. Activateボタンをクリックしてください。 
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図 17：Activate License 

 

6. 以上で認証は完了です。認証したライセンスは View Licenses ボタンで表示できます。License 

Administrator を閉じてください。P37「ソフトウェアの起動方法」を参照して ENVI/IDL を起動

してください。 
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ライセンスサーバとして認証する 

ここでは、ライセンスサーバとしてライセンス認証する手順を説明します。正しくライセンスサーバ

を設定するために、次項「ライセンスサーバ認証の注意事項」をご一読ください。 

ライセンスサーバ認証の注意事項 

ライセンスサーバとしてライセンス認証する際の注意事項を説明します。ライセンス認証の問題を防

ぐため、必ずご確認いただき正しく設定してください。 

前バージョンからのバージョンアップの場合は、ライセンス移行のため既存のFlexnetライセンスサー

バをアンインストールする前に、新ライセンスサーバをインストールして認証移行作業を実施してく

ださい。 

License Serverのダウンロードとインストール 

ライセンスサーバとして認証するには License Server プログラムのインストールが必要です。インス

トーラは製品ダウンロードサイトからダウンロードできます。 

MacOS はライセンスサーバとしては動作いたしません。ライセンスサーバはライセンスサーバのサ

ポート OSを P.2「License Serverサポートプラットフォーム」にてご確認の上インストールしてくだ

さい。サポート対象外の OS では動作の保証をいたしかねますのでご了承ください。インストールと

ライセンス認証を行うには管理者権限または管理者グループのメンバーであることが必要です。

(Linux の場合はログインしているユーザがルートまたは同等のアクセス権限を持つ必要があります) 

この権限がないと、インストールやライセンス認証に失敗しますのでご注意ください。 

ファイアウォールの設定 

ライセンスサーバはデフォルトで TCP / IPポート 4080および TCP / IPポート 40443で通信するよ

うに構成されています。ライセンスサーバマシンにファイアウォールが使用されている場合、TCPポー

ト 4080 および 40443 のリスニングを許可するようにファイアウォールを設定する必要があります。

必要に応じて、システムまたはネットワーク管理者に相談して、インストールの事前にライセンスサー

バマシンのファイアウォールを設定してください。この作業はユーザのセキュリティ環境依存の設定

となりますのでインストール作業とは別途実施する必要があります。 

マシンのシステム時刻 

ライセンスサーバマシン、クライアントマシン共に、システムの現在時刻を正しく設定してください。

時刻が大きくずれていると、認証に失敗したり、クライアントでライセンスが利用できないことがあ

ります。 

License Serverをダウンロードする 

P7「製品のダウンロード」を参照し、製品ダウンロードサイトから適合する OSの “Next-Generation 

License Server”という名称のライセンスサーバプログラムインストーラをダウンロードしてください。 
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License Serverをインストールする 

 License Server をインストールします。 

Windowsの場合 

1.  License Server をインストールします。ダウンロードした License Server プログラムインストー

ラ “setup-license_serverxx-win.exe” をダブルクリックしてください。インストーラが起動しま

すので、Nextをクリックしてインストールを開始してください。 

※ xx はバージョンです。 

  

図 18：Welcome 

 

2. インストールディレクトリを設定します。デフォルトでは C:¥Program Files¥NV5¥license_server

となっています。デフォルトのフォルダにインストールするにはそのまま Next をクリックして

ください。別の場所にインストールする場合は、Browseをクリックしフォルダ選択ダイアログで

別のフォルダを選択してください。特別な事情がない場合はデフォルトのインストール先にイン

ストールしてください。 

 

  

図 19：Select Destination Location 
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3. インストールする製品構成を確認し、Next をクリックします。ライセンスサーバは、Node.js と

MongoDBのインストールが必須となります。 

 

図 20：Select Products 

 

4. Ready to Installで設定を確認して、問題なければ Installをクリックしてください。 

  

図 21：Ready to Install 

 

5. インストールが完了したら Finishをクリックしてください。 
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図 22：Completing Setup Wizard 

Linuxの場合 

以下の手順に従って Linux 版のソフトウェアをインストールしてください。Linux 版のソフトウェアの

インストールは、ターミナル内にて行ないます(GUIベースではありません)。 

 

1. ダウンロードしたインストーラを解凍します。 

 

 

※filename はインストーラのファイル名を示します。インストーラは envixx-linux.tar.gz、idlxx-

linux.tar.gz(xx はバージョンを示します。)のようなファイル名となります。 

※インストール DVD を使用しインストールする場合は、ディスクドライブにソフトウェアのイン

ストールディスクを挿入してください。Linux の場合、オートマウントが不正な許可で実行される

ことがあります。インストールする際、アンマウントとマウントコマンドを以下のように入力する

とインストールがスムーズに行えます。 

 

[コマンド例: DVDドライブが/dev/hdc の場合] 

 

 

2. 解凍先のディレクトリ内の install_linux.sh を実行してインストールを開始します。以下のコマン

ドを入力してください。 

 

 

 

# gunzip setup-license_serverxx-linux.tgz 

# tar -xf setup-license_serverxx-linux.tar 

# cd license_serverxx 

# umount /dev/hdc 

# mount -o ro -t udf /dev/hdc /media  

# ./install_linux.sh 
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※インストール DVDを使用しインストールする場合は、DVD内の install.shを実行してください。 

 

(DVD-PATHは DVDドライブのパスです。上記手順 1の例では/mediaとなります。) 

 

3. 利用規約が表示されるので最後まで確認し、同意する場合には yボタンを押下して先に進みます。 

 

 

 

4. 規約に同意した後、まずは古いバージョンの License Server がインストールされているか検出が

行われます。検出された場合、そのサービスを停止してアンインストールを行うか確認されるの

で、確認された場合には yでアンインストールを実施して下さい。 

 

 

 

 

5. 端末に MongoDB Community Server 6.x がインストールされているかを自動検出します。6系以

外のバージョンが検出された場合、注意を促すメッセージが出力され、対話的に利用 OS に適し

た同梱の MongoDB Community Server 6.0.9をインストールすることができます。もともとイン

ストールされていない場合にも、同梱のインストーラを使用したインストールが行われます。 

 

# /bin/sh /DVD-PATH/install-linux.sh 

Do you accept all of the terms of the preceding license agreement? (y/n):  y 

*********************************************************** 

* Remove existing License Server 

*********************************************************** 

 

The l3harrisgeospatiallicenseserver.service service currently exists. 

This service will be stopped and the previous installation at 

/usr/local/harris/license_server 

will be removed. 

Continue [y/n]? y 

Backing up local data from /usr/local/harris/license_server to 

/tmp/tmp.K3NKUnf4eR... 

Removing the /usr/local/harris/license_server directory... 
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6. インストールディレクトリについて確認されます。デフォルトのインストール先は/usr/local/nv5

配下の license_server ディレクトリです。 

 

 

 

7. License Server の実行ユーザを指定するように案内されます。ユーザ名等を設定することも可能

ですが、特に指定がない場合、ほとんどの Linux ディストリビューションで利用できる汎用ユー

ザ IDの「daemon」を指定してください。 

 

*********************************************************** 

* Install requirements 

*********************************************************** 

 

MongoDB 5.0.15 is installed. This is a previous version that must be upgraded. 

Would you like to install MongoDB Community Server 6.0.9 [y/n]? y 

Installing MongoDB Community Server 6.0.9... 

Installing Ubuntu/20/mongodb-org-server_6.0.9_amd64.deb... 

MongoDB Community Server was successfully installed. 

*********************************************************** 

* Install files 

*********************************************************** 

 

Please enter the installation directory [/usr/local/nv5/license_server]:  

Installing files to /usr/local/nv5/license_server... 

Restoring local data to /usr/local/nv5/license_server... 
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8. ここまでの情報でセットアップが行われ、続けてライセンスを認証する場合は以下のように y を

入力してください。y ボタンを押下するとライセンスサーバ認証用 License Administrator が起動

しますので、P32「ライセンス認証する」の手順でライセンス認証してください。nを入力すると、

ライセンス認証は行わずにインストールを完了します。あとでライセンスを認証する場合は P32

「ライセンス認証する」の手順に従ってください。 

 

 

 

9. 以下のようなメッセージが表示され、ライセンスの認証は完了です。このマシン上で製品を起動

する場合もクライアントとしての設定が必要です。P36「クライアントとしてライセンス認証する」

に進んでください。 

 

*********************************************************** 

* Set up License Server as a system service 

*********************************************************** 

 

Enter the name of the user account that will run the service. 

This should be an account with limited privileges: daemon 

Setting service to run under user account: daemon 

Setting service to run under group: daemon 

Using default mode: systemd 

Installing service on /etc/systemd/system/nv5geospatiallicenseserver.service 

Running systemctl daemon-reload... 

NV5 Geospatial License Server installed as a service. 

Running systemctl start nv5geospatiallicenseserver... 

NV5 Geospatial License Server started. 

Created symlink /etc/systemd/system/multi-

user.target.wants/nv5geospatiallicenseserver.service → 

/etc/systemd/system/nv5geospatiallicenseserver.service. 

 

*********************************************************** 

*  Verify License Server is running 

*********************************************************** 

 

Do you want to run the License Administrator? (y/n): 
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ライセンス認証する 

ライセンスサーバとしてライセンス認証する手順を説明します。ライセンス認証を行う際には、前項

の「ライセンスサーバ認証の注意事項」を確認し、「License Server をダウンロードする」、「License 

Serverをインストールする」を実施して、正しく認証してください。ここでは License Administrator

を使用してライセンス認証する手順を説明します。コマンドラインからライセンス認証を行う場合は

P47「コマンドラインを使ってソフトウェアライセンスを設定する」を参照してください。 

 

ライセンスシステムのバージョンアップの場合 

ENVI5.4.0/IDL8.6.0 から ENVI5.6.3/IDL8.8.3 までのバージョンで使用された Flexnet License Server

に紐づくライセンスシステムのライセンスが認証中であり、今回新たに ENVI5.7/IDL8.9以降のシステ

ムで使用されるライセンスにバージョンアップいただく場合には、「Migrate License」からライセンス

システムの更新を行えます。 

1. P19「License Administrator の起動方法」のライセンスサーバ認証用を参照し、フローティング

ライセンス用の License Administrator を起動してください。すでに起動している場合は次の手順

に進んでください。 

 

2. Migrate License ボタンをクリックしてください。以前のバージョンで既に認証しているライセ

ンスをお持ちの場合、右側の「Query」ボタンをクリックすると Flexnetライセンスサーバで認証

中のライセンス情報を収集できます。念のため、認証されているライセンスの MNT 番号と認証

コード番号をご確認いただき、メモを取ってください。 

*********************************************************** 

* Installation is complete 

*********************************************************** 

 

The License Server service may be controlled with the commands: 

  sudo /usr/local/nv5/license_server/node/bin/node 

/usr/local/nv5/license_server/service stop 

  sudo /usr/local/nv5/license_server/node/bin/node 

/usr/local/nv5/license_server/service start 

  sudo /usr/local/nv5/license_server/node/bin/node 

/usr/local/nv5/license_server/service restart 

 

The License Server logs may be found at: 

  /usr/local/nv5/license_server/logs 

 

The License Server configuration file may be found at: 

  /usr/local/nv5/license_server/config/production.json 
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図 23：Migrate License 

 

3. 「Migrate」をクリックすると既存の認証コードを用いて自動的に新しいライセンスシステムでの

認証が開始されます。 

 

4. 以上で認証は完了です。認証したライセンスは View Licenses ボタンで表示できます。License 

Administrator を閉じてください。P37「ソフトウェアの起動方法」を参照して ENVI/IDL を起動

してください。もし新ライセンスシステムへのライセンス移行内容でエラー等がある場合はエ

ラーメッセージ内容を添えて弊社サポートまでお問い合わせください。 

 

認証されているライセンスのアップグレードの場合 

ENVI5.7/IDL8.9から開始された新ライセンスシステムで製品をご利用中の場合、行うことができる操

作です。マシンに認証されているライセンスは、認証時点で最新のバージョンまでを起動することが

できるライセンスとなります。バージョンアップ契約期間中に新しいバージョンの製品がリリースさ

れた場合、現在認証されているライセンスではそれを動かすことができません。動かすためには現在

認証のライセンスを解除し再度認証する必要がありますが、「Upgrade License」メニューからは、こ

の操作を一括して行うことが可能となります。 

1. P19「License Administrator の起動方法」を参照し、フローティングライセンス用の License 

Administrator を起動してください。すでに起動している場合は次の手順に進んでください。 

 

2. 画面左側の Upgrade License ボタンをクリックしてください。 

 

3. 弊社のライセンス管理システムと通信が行われ、すでに認証されているライセンスのバージョン

と、システム上に登録されているライセンスのバージョンとの間に違いがあるかを検出します。

新しくリリースされたバージョンを動かすことができるライセンスが存在する場合には、

Upgrade Licenseボタンでライセンスの解除と再認証を一括して行うことができます。 
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図 24: Upgrade License 

 

4. 以上で認証は完了です。認証したライセンスは View Licenses ボタンで表示できます。License 

Administrator を閉じてください。P37「ソフトウェアの起動方法」を参照して ENVI/IDL を起動

してください。もし新ライセンスシステムへのライセンス移行内容でエラー等がある場合はエ

ラーメッセージ内容を添えて弊社サポートまでお問い合わせください。 

 

新規ご購入の場合 

1. P19「License Administrator の起動方法」のライセンスサーバ認証用を参照し、フローティング

ライセンス用の License Administrator を起動してください。すでに起動している場合は次の手順

に進んでください。 

図 25：ライセンスサーバ認証用 License Administrator 

 

2. License Administrator の左側で Activate License ボタンをクリックし、右側の画面から認証コー

ド、ライセンス数を入力します。テキストボックスに認証コードを XXXX-XXXX-XXXX-XXXX

のように入力してください(4桁ごとにハイフンを挿入し 16桁の数をすべて半角で入力しま
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す)。一回の認証で複数の認証コードを入力することができます。その場合は改行して入力して

ください。 

 

3. Countに認証するライセンス数を入力してください。 

 

  

図 26：Activate Licenses on this Server 

 

4. Activateボタンをクリックしてください。 

 

5. 認証に成功したら 「Activation Successful」のメッセージが表示されライセンスの認証は完了で

す。View Licenseボタンで認証したライセンスを表示できます。このマシン上で製品を起動す

る場合もクライアントとしての設定が必要です。P37「クライアントとしてライセンス認証す

る」に進んでください。 

 

 

図 27：Activate succeeded 
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クライアントとしてライセンス認証する 

ライセンスサーバのクライアントの設定について説明します。クライアントとしてライセンス認証を

行うには、マシン固定認証用 License Administratorを使用してライセンスサーバに接続します(License 

Administrator を使用しない場合の接続方法は P47「コマンドラインを使ってソフトウェアライセンス

を設定する」を参照してください)。ライセンス認証を正常に行うためには、ライセンスサーバのサー

ビスが正しく起動している必要があります。 

 

2. P19「License Administrator の起動方法」を参照し、マシン固定認証用 License Administrator を

起動してください。すでに起動している場合は次の手順に進んでください。 

3. 左側の Use License Server ボタンをクリックしてください。 

4. Server にライセンスサーバマシンのコンピュータ名か IP アドレスを入力し、Port のポート番号

はそのままにしてください。Secure通信をするには Secureチェックボックスにチェックを入れ

てください。Secure 通信用の 40443番ポートが使用されます。 

   

図 28：Connect to an existing license server 

 

5. Connect ボタンをクリックするとライセンスサーバへの接続が完了します。P37「ソフトウェア

の起動方法」に進み ENVI/IDLを起動してください。 
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ソフトウェアの起動方法 

この章では、ソフトウェアの起動方法について説明します。ソフトウェアは起動時にライセンスを確

認し起動します。 

Windowsの場合  

ENVIの起動方法 

Windows で ENVIを起動するには、スタートメニュー-> すべてのアプリ-> ENVI x.x -> ENVIx.x を選

択します。 

 

注: ENVI5.7より 64bit版のみの提供となります。32bit版 ENVIの提供は終了しました。 

 

IDLの起動方法 

Windows で IDLを起動するには、スタートメニュー-> すべてのアプリ-> IDL x.x-> IDLx.x を選択しま

す。 

 ※ENVIをインストールした場合はスタートメニュー -> すべてのアプリ -> ENVI x.x -> IDL x.x 

 

注: IDL8.9より 64bit版のみの提供となります。32bit版 ENVIの提供は終了しました。 

 

Linuxの場合 

Linux で ENVI / IDLを起動するには、環境の設定を行った後にコマンドを使用して起動します。 

 

環境の設定 

Linux 版の ENVI6.0 / IDL9.0 のインストールの際、シンボリックリンクの作成を選択すると、

/usr/local/bin ディレクトリに複数の起動コマンドのシンボリックリンクを作成します。ENVI6.0 で

は、.bashrc などに環境変数やエイリアスを設定しなくても、envi 起動コマンドを実行することがで

きます。また、envi60などとバージョンを明記したコマンドで、複数バージョンの ENVIがインストー

ルされている場合も明示的にバージョンを選択して起動することができます。 

シンボリックリンクを作成しなかった場合、マシンのパス環境の設定を行う必要があります。ENVI / 

IDLでは以下のスクリプトが提供されますので手順に従い環境の設定をしてください。 

 

ENVI： envi_setup、envi_setup.ksh、envi_setup.bash 

IDL： idl_setup、idl_setup.ksh、idl_setup.bash 

 

これらのスクリプトは、ENVI / IDLに必要な環境変数とエイリアス等を設定します。 ENVI / IDLにア

クセスする各ユーザのログインスクリプト(.cshrc、.profile、または.bashrc)を変更してください。ユー

ザがログインするたびにこれらの設定が自動的に実行されます。.cshrc、.profile、または.bashrcファ

イルを変更するには、以下の手順を実行します。 

 

1. テキストエディタを使用して.cshrc、.profile、または.bashrc ファイルを修正してください。 

 

2. Cシェルユーザの場合は、.cshrcファイルに以下の行を追加してください。 
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source <INSTALL_DIR>/envixx/bin/envi_setup 

source <INSTALL_DIR>/idlxx/bin/idl_setup 

 

※<INSTALL_DIR>はメインのインストールディレクトリ(デフォルトでは/usr/local/nv5)を示し、

xx はソフトウェアバージョンを示します。 

 

3. Kornシェルユーザの場合は、.profileファイルに以下の行を追加してください。 

 

. <INSTALL_DIR>/envixx/bin/envi_setup.ksh 

. <INSTALL_DIR>/idlxx/bin/idl_setup.ksh 

 

※<INSTALL_DIR>はメインのインストールディレクトリ(デフォルトでは/usr/local/nv5)を示し、

xx はソフトウェアバージョンを示します。 

 

4. Bashシェルユーザの場合は、.bashrcファイルに以下の行を追加してください。 

 

. <INSTALL_DIR>/envixx/bin/envi_setup.bash 

. <INSTALL_DIR>/idlxx/bin/idl_setup.bash 

 

※<INSTALL_DIR>はメインのインストールディレクトリ(デフォルトでは/usr/local/nv5)を示し、

xx はソフトウェアバージョンを示します。 

 

5. .cshrc、.profile、または.bashrc ファイルを実行するには一旦ログアウトしてもう一度ログインす

るか、以下のコマンドのいずれかを使用してホームディレクトリからファイルを実行してくださ

い。 

 

Cシェル用:  source .cshrc 

Kornシェル用: . .profile 

Bashシェル用:  . .bashrc 

 

ENVI起動コマンド 

Linux 版の ENVIは、以下のコマンドを実行して起動することができます。 

 

ディレクトリ: <INSTALL_DIR>/envixx/bin 

 

※<INSTALL_DIR>はメインのインストールディレクトリ(デフォルトでは/usr/local/nv5)を示し、

xx はソフトウェアバージョンを示します。 
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コマンド名 説明 

envi ENVIを起動します。ENVI+IDLライセンスをご利用

の場合は ENVI＋IDLを起動します。 

envi60 複数バージョンの ENVI がインストールされている

際、意図的に ENVI6.0を選択して起動します。 

envi -classic ENVI Classic を起動します。ENVI+IDL をご利用の

場合は ENVI Classic＋IDLを起動します。 

envi_rt ENVIのみを起動します。 

envi_rt60 複数バージョンの ENVI がインストールされている

際、意図的に ENVI6.0を選択して起動します。 

envi_rt -classic ENVI Classic を起動します。 

envihelp ヘルプを起動します。 

 

 

IDL起動コマンド 

Linux / UNIX 版の IDLは、以下のコマンドのいずれか 1つを実行して起動することができます。 

 

コマンド名 説明 

idl コマンドラインのみの IDLを起動します。 

Idl90 複数バージョンの IDL がインストールされている

際、意図的に IDL9.0を選択して起動します。 

idlde IDLワークベンチを起動します。 

idlde90 複数バージョンの IDL がインストールされている

際、意図的に IDL9.0を選択して起動します。 

idl -vm IDL Virtual Machineを起動します。 

idl -rt IDLのランタイムバージョンを起動します。 

idlhelp ヘルプを起動します。 

envi_idl_license_admin License Administrator を起動します。 

 

※ENVI5.1 / IDL8.3 から Linux / UNIX 版は 64bit版のみ対応しています。 

 

Macintoshの場合  

Macintoshでは、Applescriptもしくはターミナルから ENVI / IDLを起動することができます。 

 

Applescriptからの実行 

Applescriptから ENVI / IDLを実行するには、インストールディレクトリ内の envixx (idlxx)ディレクト

リ(デフォルトでは/Applications/NV5/envixx あるいは /Applications/NV5/idlxx)からApplescriptアプリ

ケーションをダブルクリックして起動します。 
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アイコン名 説明 

ENVI ENVIを起動します。 

ENVI+IDL ENVIと IDLを起動します。 

ENVIHelp ENVIのヘルプを起動します。 

LicenseAdministrator License Administrator を起動します。 

 

アイコン名 説明 

IDL IDLワークベンチを起動します。 

IDLCommandLine コマンドラインのみの IDLを起動します。 

IDLHelp IDLのヘルプを起動します。 

IDLVirtualMachine IDL Virtual Machine を起動します。 

LicenseAdministrator License Administrator を起動します。 

 

ターミナルからの実行 

Mac OS X のターミナルから ENVI / IDLを実行する方法について説明します。 

 

1. Applications/Utilities フォルダからターミナルを起動してください。 

 

2. ENVI / IDLを実行する前に、起動するマシンの各環境をセットアップする必要があります。環境

設定に関しては、P37の「Linux 版 ENVI / IDLの起動方法 環境の設定」を参照してください。 

 

 

3. コマンドラインから以下のコマンドを実行して ENVIを起動することができます。 

 

コマンド名 説明 

envi ENVI を起動します。ENVI+IDL をご利用の場合は

ENVI＋IDLを起動します。 

envi -classic ENVI Classic を起動します。ENVI+IDL をご利用の

場合は ENVI Classic＋IDLを起動します。 

envi_rt ENVIを起動します。 

envi_rt -classic ENVI Classic を起動します。 

envihelp ヘルプを起動します。 

 

コマンド名 説明 

idl コマンドラインのみの IDLを起動します。 

idlde IDLワークベンチを起動します。 

idl -vm IDL Virtual Machine を起動します。 

idl -rt IDLのランタイムバージョンを起動します。 

idlhelp ヘルプを起動します。 

envi_idl_license_admin License Administrator を起動します。 

 

※ENVI5.1 / IDL8.3から MacOSは 64bit版のみ対応しています。 
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ライセンスサーバの管理(ライセンス管理者用) 

ここでは ENVI/IDL のフローティングライセンスのライセンスサーバの管理について説明します。ラ

イセンスサーバ管理ソフトウェアである License Server のインストールとアンインストールの手順

や、ファイアウォールの設定、ライセンスサーバサービスの管理などについての手順を記載します。

ここでの説明はシステム管理者様向けとなっています。 

License Server のインストール 

ENVI/IDLのライセンスサーバを構築するには、 License Serverをインストールする必要があります。

インストールの注意事項と手順については P25「License Server のダウンロードとインストール」を

参照してください。 

License Server のアンインストール 

ここでは License Server のアンインストールの手順を説明します。 

Windowsの場合 

1. ライセンス認証している認証コードがあった場合、P45「ライセンスを無効化する」を参照して

すべてのライセンスを無効化してください。 

2. スタートメニュー -> コントロールパネル -> プログラムと機能 -> NV5 Geospatial License 

Server x.x を選択して、アンインストールボタンをクリックしてください。 

3. アンインストールの確認ダイアログで「はい」をクリックするとアンインストールが開始します。 

4. アンインストール完了のダイアログで「OK」をクリックしてください。アンインストールが完了

します。 

Linuxの場合 

1. ライセンス認証している認証コードがあった場合、P45「ライセンスを無効化する」を参照して

念のためすべてのライセンスを無効化してください。 

 

2. 以下のアンインストール用スクリプトが用意されております。スクリプトはライセンスを無効化

し、サービスを停止しライセンスサーバを削除します。 

 

<INSTALL_DIR>/license_server/scripts/uninstall_linux.sh 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは/usr/local/nv5です。 

 

3. 以下のコマンドでライセンスサーバサービスをアンインストールします。 

 

 

 

4. 以上でアンインストールの完了です。 

 

 

 

 

# sudo <INSTALL_DIR>/license_server/scripts/uninstall_linux.sh 
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ライセンスの認証 

ライセンスの認証につきましては、P19「ソフトウェアのライセンス設定」の手順を参照してくださ

い。コマンドラインからの認証につきましては Appendix の「コマンドラインを使ってソフトウェア

ライセンスを設定する」を参照してください。 

有効なライセンスフィーチャーを確認する 

ここでは、ライセンスフィーチャーの詳細を確認するための手順を説明します。 

Windowsの場合 

License Administratorから確認する 

1. 以下のメニューよりマシン固定認証用 License Administrator を起動します。 

 

スタートメニュー -> すべてのアプリ -> ENVIx.x > ENVI-IDL License Administrator 

※IDLをインストールした場合はすべてのアプリ -> IDLx.x -> Tools から起動してください。 

※x.xはバージョンを示します。 

 

2. 画面左側の View Licenses ボタンをクリックしてください。画面右側でマシン固定ライセンス認

証しているライセンスとバージョンと保守期限日付の一覧を確認できます。 

 

3. ライセンスサーバ認証のライセンスを確認するには、Use License Server でライセンスサーバと

接続しておき、View Licenses の画面右側の Show Dashboard をクリックし、ブラウザ上でライ

センスサーバダッシュボードを開いてください。ダッシュボードでは、使用状況も確認できます。

各フィーチャーの有効期限総とライセンス数、使用中のライセンス数、使用ユーザ等を確認でき

ます。 

 

図 29：License Server Dashboard 
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コマンドラインから確認する 

1. コマンドプロンプトを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリ

のアクティベージョンユーティリティのディレクトリに設定してください。 

 

 <INSTALL_DIR>¥ license_server ¥bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは C:¥Program 

Files¥NV5です。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しローカルコンピュータ(現在コマンド入力しているコンピュータ)上のラ

イセンスサーバ認証しているライセンスフィーチャーのリストを表示します。 

 

 

 

Linuxの場合 

License Administratorから確認する 

1. ターミナルから以下のコマンドを入力してマシン固定認証用 License Administratorを起動します。 

 

 

2. 画面左側の View Licenses ボタンをクリックしてください。画面右側でマシン固定ライセンス認

証しているライセンスとバージョンと保守期限日付の一覧を確認できます。 

 

3. ライセンスサーバ認証のライセンスを確認するには、Use License Server でライセンスサーバと

接続しておき、View Licenses の画面右側の Show Dashboard をクリックし、ブラウザ上でライ

センスサーバダッシュボードを開いてください。ダッシュボードでは、使用状況も確認できます。

各フィーチャーの有効期限総とライセンス数、使用中のライセンス数、使用ユーザ等を確認でき

ます。 

コマンドラインから確認する 

1. コマンドプロンプトを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリ

のアクティベージョンユーティリティのディレクトリに設定してください。 

 

 <INSTALL_DIR>/license_server/bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは/usr/local/NV5

です。 

# cd “C:¥Program Files¥license_server¥bin” 

# licensing.exe show license 

# envi_idl_license_admin 
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【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しローカルコンピュータ(現在コマンド入力しているコンピュータ)上のラ

イセンスサーバ認証しているライセンスフィーチャーのリストを表示します。 

 

 

 

ライセンスサーバサービスの管理 

ここではライセンスサーバサービスの開始、停止、ステータス確認、ログファイルの確認などの手順

を説明します。 

Windowsの場合 

コントロールパネル -> 管理ツール -> サービスを開いてください。 

サービスを開始する 

 NV5 Geospatial License Server を選択し、右クリックメニューから開始をクリックしてください。

サービスが開始します。 

 

サービスを停止する 

 NV5 Geospatial License Server を選択し、右クリックメニューから停止をクリックしてください。

サービスが停止します。 

 

ログファイルの場所 

以下のディレクトリにログファイルが格納されます。 

C:¥Program Files¥NV5¥license_server¥logs 

 

Linuxの場合 

ターミナルからコマンドを入力しサービスを管理します。 

サービスを開始する 

 

# cd /usr/local/NV5/license_server/bin 

# ./licensing show license 

# sudo systemctl start nv5geospatiallicenseserver.service 
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サービスを停止する 

 

サービスのステータスを確認する 

 

ログファイルの場所 

以下のディレクトリにログファイルが格納されます。 

<INSTALL_DIR>/license_server/logs/ 

 

ライセンスを無効化する 

ライセンスを認証しているマシンを変更したり、ライセンス形態を変更する場合はライセンスを無効

化する作業が必要になります。ここでは、ライセンスの無効化の手順について説明します。 

 

マシン固定ライセンスの場合 

License Administratorから変更する 

1. P19「License Administrator の起動方法」を参照してマシン固定認証用 License Administrator を

起動してください。 

2. 左側の Deactivate License をクリックします。 

3. 無効化する認証コードを選択します。(複数選択可) 

4. Deactivateボタンをクリックするとライセンスが無効化されます。 

 

ライセンスサーバの場合 

License Administratorから変更する 

1. P19「 License Administrator の起動方法」を参照してライセンスサーバ認証用 License 

Administrator を起動してください。 

2. 左側の Deactivate License をクリックします。 

3. 右側の認証コードリストを確認してください。 

4. 無効化する認証コードを選択します。(複数選択可) 

5. Deactivateボタンをクリックするとライセンスが無効化されます。 

 

 

 

  

# sudo systemctl stop nv5geospatiallicenseserver.service  

# sudo systemctl status nv5geospatiallicenseserver.service  
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Appendix 

ここでは、ENVI / IDL のアンインストール手順やコマンドラインを使ってソフトウェアライセンスを

使用する方法、マシンの変更の手順、などを説明します。 

 

ENVI / IDLのアンインストール手順 

ENVI / IDLを完全にアンインストールする手順を説明します。操作には、管理者権限が必要です。 

Windowsの場合 

1. マシン上で使用可能なローカルライセンスを無効にします。ライセンスの無効化については P45

「ライセンスを無効化する」を参照してください。 

2. ご利用のマシンで License Server をご利用いただいている場合は、P.41「License Server のアン

インストール」を参照し、 License Server のアンインストールを実施してください。 

3. 専用の Windows OS ツール(コントロールパネルから起動できる「プログラムの追加と削除」な

ど)を使用して ENVI / IDL をアンインストールします。 

4. SARscape、ENVI Deep Learning、ENVI Photogrammetryなどの追加製品がインストールされて

いる場合は、専用のWindows OSツールを使用して、それぞれをアンインストールします。 

5. インストールフォルダ(デフォルトのインストール先は C:¥Program Files¥NV5)を手動で削除し

ます。 

6. 以下のフォルダを手動で削除します 

(ア) ユーザのホームディレクトリにある.idlフォルダ 

(イ) IDLWorkspace フォルダ内にある.metadataフォルダ(存在する場合) 

※ IDLWorkspace はデフォルトでホームディレクトリに保存されます。 

 

Linuxと Macintoshの場合 

1. マシン上で使用可能なローカルライセンスを無効にします。ライセンスの無効化については P45

「ライセンスを無効化する」を参照してください。 

2. ご利用のマシンで License Server をご利用いただいている場合は、P41「License Server のアン

インストール」を参照し、 License Server のアンインストールを実施してください。Macintosh

の場合、ライセンスサーバ形態は適用外なのでこの操作は必要ありません。 

3. インストールディレクトリ(Linux では/usr/local が、Macintosh では/Applications がデフォルトの

インストール先)から nv5フォルダを削除し、ENVI / IDLをアンインストールします。 

4. SARscape、ENVI Crop Sciences、ENVI Photogrammetryなどの追加製品がインストールされて

いる場合は、対応するインストールディレクトリを削除してそれぞれをアンインストールします。 

5. 以下のフォルダを手動で削除するか、アーカイブディレクトリに移動します。 

(ア) ユーザのホームディレクトリにある.idlフォルダ 

(イ) IDLWorkspace フォルダ内にある.metadataフォルダ(存在する場合) 

※ IDLWorkspace はデフォルトでホームディレクトリに保存されます。 

(ウ) /tmp/nv5フォルダ(存在する場合) 

 

6. インストール時にシンボリックリンクを設定している場合は、/usr/local/bin に次のようなシンボ

リックリンクが作成されています。これらを削除してください。 

Idl, envi_idl_license_admin, envi_idl_license_adminenvi_idl_license_admin90, idl90, idlde, 

idlde90, idltaskengine, idltaskengine90, envi, envi60, idlhelp, idlhelp90 
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7. ログインスクリプト(.cshrc、.profile、または.bashrc)で nv5 フォルダ配下にある setup ファイル

を読み込む設定を行っている場合は、その設定を外してください。 

 

コマンドラインを使ってソフトウェアライセンスを設定する 

マシン固定ライセンスとして認証する 

Windowsの場合 

1. コマンドプロンプトを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリ

のアクティベージョンユーティリティのディレクトリに設定してください。 

 

 <INSTALL_DIR>¥ENVIxx¥IDLxx¥license_utils¥bin.x86_64 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは C:¥Program 

Files¥NV5です。 

※xxはバージョンを示します。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンス認証します。 

 

licensing.exe activate [activation-code] 

 

【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

 

 

ライセンス認証が完了したら ENVI/IDLを起動します。P37「ソフトウェアの起動方法」に進んで

ください。 

Linuxと Macintoshの場合 

1. ターミナルを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDLインストールディレクトリのアクティ

ベージョンユーティリティのディレクトリに設定してください。 

 

Linux：  <INSTALL_DIR>/envixx/idlxx/license_utils/bin.linux.x86_64 

Macintosh： <INSTALL_DIR>/envixx/idlxx/license_utils/bin.darwin.x86_64 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは Linux は

/usr/local/nv5、Macintosh は/Applications/nv5です。 

※xxはバージョンを示します。 

 

【入力例：Linux のデフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

# cd “C:¥Program Files¥NV5¥ENVI60¥IDL90¥license_utils¥bin.x86_64” 

# licensing.exe activate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 
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2. 以下のコマンドを入力しライセンス認証を実行します。 

 

./licensing activate [activation-code] 

 

【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

 

 

ライセンス認証が完了したら ENVI/IDLを起動します。P37「ソフトウェアの起動方法」に進んで

ください。 

ライセンスサーバとして認証する 

ライセンスサーバとしてライセンス認証を行う際には、P25「ライセンスサーバ認証の注意事項」を確

認し、P25「License Server をダウンロードする」、P26「License Server をインストールする」を実

施して、正しく認証してください。 

Windowsの場合 

Windows のコマンドプロンプトからコマンドを入力し、ライセンスを認証します。 

 

1. コマンドプロンプトを起動してカレントディレクトリを以下のディレクトリに設定してください。 

 

<INSTALL_DIR>¥license_server¥bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは C:¥Program 

Files¥NV5です。 

 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを認証します。 

 

licensing.exe activate [activation-code/count] 

 

【入力例】 

・認証コード：XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

・ライセンス数：1 

 

 

# cd /usr/local/nv5/envi60/idl90/license_utils/bin.linux.x86_64/ 

# ./licensing activate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

# cd “C:¥Program Files¥NV5¥license_server¥bin” 

# licensing.exe activate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX/1 
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3. Proxy サーバ経由の認証を実施する場合は、Proxy サーバ設定用のオプションコマンドを付加い

たします。 

4. コマンド結果表示の最後に「Activation Successful.」というメッセージが表示されたらライセン

スの認証の完了です。このマシン上で製品を起動する場合もクライアントとしての設定が必要で

す。P36「クライアントとしてライセンス認証する」に進んでください。 

 

 

Linuxの場合 

1. ターミナルを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリの

flexnetls-x64_linux-xxxx.xx.x/enterprise ディレクトリに設定してください。 

 

<INSTALL_DIR>/license_server/bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは/usr/local/nv5

です。 

※xxxx.xx.x はバージョンを示します。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを認証します。 

 

./licensing activate [activation-code/count]  

 

【入力例】 

・認証コード：XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

・ライセンス数：1 

 

 

3. コマンド結果表示の最後に「Activation Successful.」というメッセージが表示されたらライセン

スの認証の完了です。このマシン上で製品を起動する場合もクライアントとしての設定が必要で

す。P36「クライアントとしてライセンス認証する」に進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# cd /usr/local/nv5/license_server/bin 

# ./licensing activate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX/1 
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クライアントとしてライセンス認証する 

1. ENVI/IDL インストールディレクトリのライセンスフォルダに lic_server.dat という名前のテキス

トファイルを作成します。 

 

【インストールディレクトリがデフォルトの場合の例】 

Windows の場合：  C:¥Program Files¥NV5¥license¥lic_server.dat 

Linux の場合：  /usr/local/nv5/license/lic_server.dat 

Macintoshの場合： /Applications/NV5/license/lic_server.dat 

 

2. 作成したテキストファイルに、テキストエディタなどを使用し以下の内容を記述して保存してく

ださい。 

 

http://[license‑server‑hostname‑or‑IP‑address]:4080 

 

【記述例】 

http://myserver.mycompany.com:4080 

 

※ライセンスサーバのコンピュータ名が myserver.mycompany.com、デフォルトの TCP ポー

ト 4080を使用する場合の例です。 

 

3. 以上で設定の完了です。P37「 
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4. ソフトウェアの起動方法」に進んでください。 

 

コマンドラインを使ってライセンスを無効化する 

マシン固定ライセンスの場合 

Windowsの場合 

1. コマンドプロンプトを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリ

のアクティベージョンユーティリティのディレクトリに設定してください。 

 

 <INSTALL_DIR>¥ENVIxx¥IDLxx¥license_utils¥bin.x86_64 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは C:¥Program 

Files¥NV5です。 

※xxはバージョンを示します。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを無効化します。 

 

licensing.exe deactivate [activation-code] 

 

 

【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

 

 

Linuxと Macintoshの場合 

1. ターミナルを起動して、カレントディレクトリを ENVI/IDL インストールディレクトリの

license/bin/bin.x86_64 ディレクトリに設定してください。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを無効化します。 

 

./licensing deactivate [activation-code] 

 

【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

# cd “C:¥Program Files¥NV5¥ENVI60¥IDL90¥license_utils¥bin.x86_64” 

# licensing.exe deactivate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

 

# cd /usr/local/nv5/license/bin/bin.linux.x86_64/ 
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ライセンスサーバの場合 

Windowsの場合 

1. 現在のライセンスを無効化します。コマンドプロンプトを起動して、カレントディレクトリを

ENVI/IDLインストールディレクトリのライセンスサーバのディレクトリに設定してください。 

 

 <INSTALL_DIR>¥license_server¥bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは C:¥Program 

Files¥NV5です。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 

 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを無効化します。 

 

./licensing.exe deactivate [activation-code] 

 

【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

 

 

Linuxの場合 

1. ターミナルを起動して、カレントディレクトリを以下のディレクトリに設定してください。 

 

<INSTALL_DIR>/license_server/bin 

 

※<INSTALL_DIR>はインストールディレクトリを示します。デフォルトでは/usr/local/nv5

です。 

 

【入力例：デフォルトのインストールディレクトリにインストールした場合】 

 
 

2. 以下のコマンドを入力しライセンスを無効化します。 

 

./licensing deactivate [activation-code] 

# ./licensing deactivate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

# cd “C:¥Program Files¥NV5¥license_server¥bin” 

# licensing.exe deactivate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 

# cd /usr/local/nv5/license_server/bin 
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【入力例：認証コードが XXXX-XXXX-XXXX-XXXXの場合】 

 

 

マシンを変更する 

マシンの変更には、現在認証しているライセンスを無効化し、新しいマシンで認証する必要がありま

す。以下の手順にてマシン変更を実施してください。 

 

1. P45「ライセンスを無効化する」を参照し、使用中のライセンスを無効化してください。 

2. P19「ソフトウェアのライセンス設定」を参照し、新しいマシンでライセンスを認証してくださ

い。 

 

ライセンス数を変更する(ライセンスサーバ認証の場合) 

ライセンスサーバに認証するライセンスの数を後から変更するには、現在認証されているライセンス

を一度無効化し、その後認証するライセンス数を変更して同じマシン上で再認証を実施します。 

1. P45「ライセンスを無効化する」を参照し、使用中のライセンスを無効化してください。 

2. P19「License Administrator の起動方法」のライセンスサーバ認証用を参照し、フローティングラ

イセンス用の License Administrator を起動したのち、Activate Licenseボタンから認証コードと更

新後の数量を指定して再認証してください。 

 

故障などでマシンにアクセスできなくなった場合 

ライセンス認証しているマシンが故障などの理由でアクセスできず、ライセンスの無効化ができなく

なった場合は、support_jp@nv5.com より技術サポートにお問い合わせください。 

 

  

# ./licensing deactivate XXXX-XXXX-XXXX-XXXX 
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お問い合わせ先 

ENVI/IDLのインストールとライセンシングに関するご質問は、以下テクニカルサポート宛てにお問い

合わせください。 

 

NV5 Geospatial株式会社 

製品技術サポート窓口 

Email：support_jp@nv5.com 

 


